
素敵な光景… 

 

 放課後の部活動を終え、屋外から昇降口に戻ってくると、外靴についた土や砂が少なから

ず落ちてしまいます。もちろん、外で十分に土や砂を落として昇降口に戻っては来るのです

が、何十人という人が利用すれば、土や砂が残るのは自然なことです。ところが、日によっ

てはその土や砂が全く残っておらず、きれいで気持ちの良い昇降口が朝からみんなを迎え

入れてくれる時があります。委員会活動の一環として、美化委員が残っている土や砂をきれ

いに掃いてくれた後です。そのおかげで、みんなが朝から気持ちよく昇降口を使うことがで

きています。「みんなのために、自分たちにできることをしよう」という、その気持ちがと

ても嬉しいです。こういった「みんなのために」という気持ちの「輪」が、少しずつ広がっ

てくれると嬉しいですね。美化委員会によるこの朝の掃き掃除、いつも「素敵な光景だな」

と思って眺めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


